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　◆主要業績

・イギリスのある保育実践から学びうるもの―幼保の発達を見通したカリキュラム研究 (2)―　2008 年度日本
保育学会

・お茶の水女子大学「幼・保・大」連携保育研究の試み (22)　授業「発達臨床基礎論Ⅱ・基礎演習Ⅱ」におけ
る応答的・身体的学びの試み　幼児の教育、フレーベル館、56 － 63

・保育を「見る」目を育てる　―お茶の水女子大学「幼保プロジェクト」による保育現場と大学との協働的カ
リキュラム開発研究報告 (2)　お茶の水女子大学人文科学研究　第 4 巻 (2007 年 )
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　◆メッセージ

園児として通っていた保育園の給食調理員の方に何十年かぶりに偶然再会しました。短い会話を交わしたの
ち、彼女に「全然変わってないね」と言われて別れました。時を経ても、親しい気持ちでかかわれた、という
変わらなさであったかと思います。一方で、否、同時に、人は変わります。20 歳でも 50 歳でも 80 歳でも、
人は変わり、日々新しい自分になって世界と出会っていきます。同じところで留まって動かぬように見えても
何かが動いているし、ただただ行きつ戻りつを繰り返しているように思えても、違うところに戻っています。
学びとはそういう変容そのものかもしれません。ぐるぐる、くるくる、ゆらゆら、もたもた・・・
変わること、変わらないこと。見えること、見えないこと。面白いなぁ、と思っています。




